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１
８
７
０
年
代
に
エ
ジ
ソ
ン
ら
が
発

明
し
た
録
音
技
術
は
、
音
楽
の
演
奏
を

記
録
し
、
保
存
す
る
こ
と
を
可
能
に
し

た
。
し
か
し
、
初
期
の
レ
コ
ー
ド
録
音

は
ノ
イ
ズ
も
大
き
く
、
鑑
賞
に
耐
え
ら

れ
る
品
質
で
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
20
世
紀
初
頭
に
は
ピ
ア
ノ
・
ロ
ー

ル
が
大
き
な
脚
光
を
浴
び
て
い
た
。
こ

れ
は
記
録
用
の
ピ
ア
ノ
で
ピ
ア
ニ
ス
ト

に
演
奏
を
し
て
も
ら
い
、
そ
の
際
の
鍵

盤
や
ペ
ダ
ル
の
動
き
、
音
の
強
弱
を

ロ
ー
ル
紙
の
上
に
記
録
す
る
と
い
う
シ

ス
テ
ム
で
、
現
代
の
自
動
ピ
ア
ノ
に
近

い
。
１
９
２
０
年
代
半
ば
に
電
気
式
録

音
法
が
実
用
化
さ
れ
、
再
生
音
の
質
が

大
き
く
改
善
さ
れ
る
ま
で
、
多
く
の
音

楽
家
が
ピ
ア
ノ
・
ロ
ー
ル
を
好
み
、
記

録
を
残
し
た
。
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
も
そ
の

ひ
と
り
で
、
当
盤
は
彼
の
作
成
し
た

ロ
ー
ル
を
再
生
し
、
録
音
し
て
い
る
。

　
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
は
青
年
期
に
社
交
界

の
サ
ロ
ン
で
ピ
ア
ノ
演
奏
を
よ
く
披
露

す
る
な
ど
、
ピ
ア
ノ
の
腕
前
に
つ
い
て

は
定
評
が
あ
っ
た
。
自
在
に
伸
縮
す
る

ビ
ー
ト
を
土
台
に
、
剛
柔
の
幅
広
い
音

楽
を
繰
り
広
げ
た
演
奏
は
、
細
部
に
お

け
る
楽
譜
の
変
更
も
含
め
て
、
作
品
解

釈
の
点
で
示
唆
す
る
も
の
が
多
い
。
詩

情
豊
か
な
〈
デ
ル
フ
ォ
イ
の
舞
姫
〉
か

ら
異
国
趣
味
を
採
り
入
れ
た
〈
グ
ラ
ナ

ダ
の
夕
暮
れ
〉、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る

《
子
供
の
領
分
》
ま
で
、ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー

の
多
面
性
を
よ
く
拾
っ
た
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
も
興
味
深
い
も
の
だ
。

　
ま
た
１
９
０
４
年
に
は
歌
曲
の
伴
奏

録
音
も
レ
コ
ー
ド
に
残
し
て
い
て
、
か

細
い
音
な
が
ら
実
際
に
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー

が
弾
い
た
ピ
ア
ノ
の
音
を
聞
く
こ
と
が

で
き
る
。
歌
手
は
歌
劇
《
ペ
レ
ア
ス
と

メ
リ
ザ
ン
ド
》
で
メ
リ
ザ
ン
ド
を
初
演

し
た
メ
ア
リ
ー
・
ガ
ー
デ
ン
で
あ
る
。

ガ
ー
デ
ン
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
で

長
く
パ
リ
に
留
学
し
、
１
９
０
０
年
に

パ
リ
・
オ
ペ
ラ
・
コ
ミ
ッ
ク
座
で
ギ
ュ

ス
タ
ヴ
・
シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
の
歌
劇

《
ル
イ
ー
ズ
》
を
主
演
し
て
デ
ビ
ュ
ー
、

以
後
は
同
劇
場
の
看
板
女
優
と
し
て
活

躍
し
た
。
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 曲名：忘れられた小唄～第2曲 巷に雨の降るごとく
 曲名：子供の領分～第1曲 グラドゥス・アド・パルナッスム博士
 曲名：前奏曲集 第 1巻～第11曲 パックの踊り
 アルバム名：The composer as Pianist
 演奏者名： クロード・ドビュッシー（ピアノ）、メアリー・ガーデン（ソプラノ）（「巷に雨の降るごとく」）

 録音： 1904年 （「巷に雨の降るごとく」）、
 1913年 11月1日（「グラドゥス・アド・パルナッスム博士」、  「パックの踊り」）

CD 番号： Pierian 0001　￥2,405（税込）
 発売元： Pierian Recording Society

  （schola vol.3 CD track 1 & 8 & 9）


